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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バルブ（４）によって開閉可能な排出口（３）を有する加熱室（２）と、前記加熱室（
２）に洗浄液（１１）を充填する充填装置（２０）と、前記加熱室（２）内の内容物を加
熱する加熱手段と、を備えたティートカップ洗浄装置において、
　前記排出口（３）と貯蔵コンテナとの間に、連結ライン（１７）が設けられ、
　前記バルブ（４）によって前記加熱室（２）が密閉されている状態では、前記加熱室（
２）が前記充填装置（２０）から供給された前記洗浄液（１１）で満たされ、そして、
　前記洗浄液（１１）が、大気圧における前記洗浄液（１１）の沸点Ｔｋよりも高い温度
Ｔまで加熱された状態では、前記バルブ（４）が開放され、それにより、前記加熱室（２
）の内部に液体状態の前記洗浄液（１１）が残存するようにされている
　ことを特徴とするティートカップ洗浄装置。
【請求項２】
　前記連結ライン（１７）が、有利に開閉可能な別のラインを有していることを特徴とす
る請求項１記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項３】
　前記連結ライン（１７）が、好ましくは、開閉可能な開口（１４）を通って、加熱室（
２）に分岐していることを特徴とする請求項１又は２に記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項４】
　前記開口（１４）が、前記排出口（３）を開閉するために、前記バルブ（４）で開閉可
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能に設けられていることを特徴とする請求項３記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項５】
　前記加熱室（２）が、前記洗浄液（１１）の増加分を加熱することを可能にする拡張手
段（３６）をさらに備えていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載のテ
ィートカップ洗浄装置。
【請求項６】
　前記拡張手段（３６）が、前記洗浄液（１１）を前記加熱室（２）に充填している間、
前記洗浄液（１１）が入っていない前記加熱室（２）のサブ体積を保つためのガス保持手
段を備え、そして、
　前記洗浄液が加熱されていない場合には、前記サブ体積が、好ましくは２～５％、さら
に好ましくは５～２０％、もっと好ましくは１０％以下となるようにされている
　ことを特徴とする請求項５記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項７】
　前記拡張手段（３６）が、前記加熱室（２）を閉じる前記バルブ（４）において凹部を
備えていることを特徴とする請求項６記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項８】
　前記拡張手段（３６）が、可動ピストンまたは密閉ガス体積（４１）の圧縮性の構成要
素を備えていることを特徴とする請求項６又は７に記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項９】
　前記密閉ガス体積（４１）が、仕切壁またはピストン（３７）で密閉された体積である
ことを特徴とする請求項８記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項１０】
　前記加熱室（２）の内部に残存する液体状態の前記洗浄液（１１）の量が、前記加熱室
（２）内に最初に供給された前記洗浄液（１１）の量の好ましくは５０％以上、さらに好
ましくは９０％以上、となるようにされていることを特徴とする請求項１～９のいずれか
１項に記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項１１】
　前記温度Ｔが、好ましくは１６０℃以上、さらに好ましくは１８０℃以上、とされてい
ることを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項１２】
　前記バルブ（４）が、圧力緩和バルブで構成されていることを特徴とする請求項１～１
１のいずれか１項に記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項１３】
　前記圧力緩和バルブの開放圧力ＯＤが、好ましくは絶対圧８バール以上、さらに好まし
くは１６バール以上、とされていることを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記
載のティートカップ洗浄装置。
【請求項１４】
　前記バルブ（４）が、制御装置で制御可能とするバルブであり、特に、調整可能な流路
を有するバルブであることを特徴とする請求項１～１３のいずれか１項に記載のティート
カップ洗浄装置。
【請求項１５】
　前記制御装置が、好ましくは前記加熱室（２）内の圧力ＯＤまたは温度ＯＴ、さらに好
ましくは前記加熱室（２）内の調整可能な圧力ＯＤまたは調整可能な温度ＯＴ、で前記バ
ルブ（４）を開放するために設けられていることを特徴とする請求項１４に記載のティー
トカップ洗浄装置。
【請求項１６】
　前記加熱室（２）に第２バルブ（２２）を用いて接続可能とする洗浄液の貯蔵コンテナ
（２３）がさらに備えてられていることを特徴とする請求項１～１５のいずれか１項に記
載のティートカップ洗浄装置。
【請求項１７】
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　前記加熱手段が、前記バルブを閉じたままの状態にするために、上述した状況が到達さ
れないような手段で、前記加熱手段を制御するための制御装置を備えていることをするこ
とを特徴とする請求項１～１６のいずれか１項に記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項１８】
　前記排出口（３）が、前記加熱室（２）の壁を越える距離Ｌまで突出している排出ダク
トを備えており、そして、前記距離Ｌの最大値が洗浄されるティートカップの内部の深さ
に等しいことを特徴とする請求項１～１７のいずれか１項に記載のティートカップ洗浄装
置。
【請求項１９】
　前記バルブ（４）が、洗浄されるティートカップ（１５）で制御可能とされ、そして、
前記排出口（３）または前記加熱室（２）が、複数のティートカップ（１５）に接続して
前記複数のティートカップ（１５）を洗浄するように設けられていることを特徴とする請
求項１～１８のいずれか１項に記載のティートカップ洗浄装置。
【請求項２０】
　上述のティートカップ洗浄装置を用いてティートカップ（１５）を洗浄する方法におい
て、
　バルブ（４）で開閉可能な排出口（３）を有すると共に、１つ以上のティートカップに
接続可能とする加熱室（２）の内部に、洗浄液（１１）を供給する工程と、
　前記バルブ（４）で前記加熱室（２）を閉じる工程と、
　前記加熱室内の前記洗浄液を、大気圧における前記洗浄液（１１）の沸点Ｔｋより高い
温度Ｔまで加熱して、前記バルブを開放する工程と、
　前記加熱室（２）内の加熱された内容物を、排出口を介して排出して、前記内容物をテ
ィートカップに注ぐ工程と、を順次有することによって、
　前記洗浄液（１１）を前記温度Ｔまで加熱した後に、前記加熱室（２）の内部に液体状
態の洗浄液が、残存するようにしたことを特徴とすることを特徴とする洗浄方法。
【請求項２１】
　前記洗浄液（１３）が、加熱されている間に前記連結ラインと前記排出口（３）を通っ
て、ティートカップ（１５）に注がれることを特徴とする請求項２０記載の洗浄方法。
【請求項２２】
　前記加熱室（２）の内部に残存する液体状態の前記洗浄液（１１）の量が、前記加熱室
（２）内に最初に供給された前記洗浄液（１１）の量の好ましくは５０％以上、さらに好
ましくは９０％以上、となるようにされていることを特徴とする請求項２０又は２１に記
載の洗浄方法。
【請求項２３】
　前記洗浄液（１１）が、酸のような消毒剤を含有していることを特徴とする請求項２０
～２２のいずれか１項に記載の洗浄方法。
【請求項２４】
　前記バルブ（４）が、パラメータで規定される調整可能な閾値で開放されることを特徴
とする請求項２０～２３のいずれか１項に記載の洗浄方法。
【請求項２５】
　前記閾値が、前記加熱室（２）内の圧力（ＯＤ）と定められ、そして、その閾値（ＯＤ
）が、好ましくは絶対圧２バール以上、さらに好ましくは絶対圧８バール以上に設定され
ていることを特徴とする請求項２４記載の洗浄方法。
【請求項２６】
　前記閾値が、前記加熱室（２）内の温度（ＯＴ）と規定され、そして、その閾値（ＯＴ
）が、好ましくは１３０℃以上、さらに好ましくは１６０℃以上、さらにもっと好ましく
は１８０℃以上の温度に設定されていることを特徴とする請求項２４又は２５に記載の洗
浄方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、一般的にティートカップの洗浄装置および１つ以上のティートカップの洗浄
方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、特に、バルブを用いて開閉可能な排出口を備え、そして、ティートカップに
接続するために設けられた加熱室と、所定量の洗浄液で前記加熱室を満たす充填装置と、
前記加熱室の内部の内容物を加熱するために設けられた加熱手段と、で構成されているテ
ィートカップの洗浄装置に関する。
【０００３】
　特許文献ＷＯ０３／０７７６４５では、圧力バルブを用いて開閉可能な箇所を備え、加
熱手段を設けたティートカップの蒸気洗浄装置が開示されている。その圧力バルブは選択
された過圧で開き、それにより、蒸気ジェットが噴射される。
【０００４】
　前記公知の装置における問題点は、使用中に多くの場合柔軟に対応することができない
。具体的には、作業が遅くて、連続してすぐに複数の洗浄作業を行うことができない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明によるこの装置の目的は、もっと柔軟に、より速く作業を行える洗
浄、及び/または消毒作用を有する装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、請求項１記載の装置を用いることによって達成される。請求項１記載の発
明によれば、この装置は、貯蔵コンテナと排出口との間に、直接接続部、または連結ライ
ンを有している。これは、装置の排出口に直接冷却液を流すことが可能であるという利点
を提供する。それにより、ティートカップが熱い洗浄液で洗浄された後、加熱室を冷やす
ための冷却液を用いることなく、ティートカップを冷やすことが可能である。つまり、加
熱室を冷やす必要がなく、エネルギーを必要とするだけで、ティートカップを冷やすこと
が可能である。さらなる利点としては、この装置は、洗浄処理の間、加熱室で他の液体を
温めることができる。よって、この装置は、連続的にもっと速く洗浄作業と消毒作業を行
うことができる。例えば、１つの装置で搾乳用具の４つのティートカップを円滑に取り扱
うことが可能である。そして、本発明の装置に設けられている連結ラインは、加熱室の周
りに液体を導くことが可能である。すなわち、加熱室を迂回して、前記排出口への前記貯
蔵コンテナを制御することができる。したがって、物理的に連結ラインを加熱室の周りに
延長する必要がない。共通の排出口が１つの流出口にあるため、連結ラインが、加熱室か
ら独立していて、排出口に接続されている液体供給路を備えていることは重要である。ゆ
えに、前記連結ラインは、前記加熱室の連結ラインとしても良い。それにより、一方を加
熱室への供給、他方を加熱室からの排出口に接続することも可能である。さらに、この連
結ラインは、送水ライン、貯蔵タンクなどといった異なる供給場所と加熱室の排出口との
間を接続しても良い。直接的な接続は、例えば有利に開閉可能な異なるラインのようなも
のであってもよい。したがって、この液体は、個別の冷却液、または、非加熱洗浄液など
から構成されていてもよい。実際、異なるラインで作ることも可能である。
【０００７】
　その他に、それ自体が加熱室に対する分岐、例えば、バルブなどにより有利に開閉可能
な開口を有する直接的な接続を提供することもできる。これは、ティートカップなどを冷
却する間に、または、前記冷却を行う前に、前記開口や、任意のバルブを介して加熱室を
新しい洗浄液で満たすことができることを意味する。そのようなバルブは、好ましくは、
排出口を閉じることができる制御可能なバルブのようなものである。
【０００８】
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　必要に応じて、そのバルブは、高さで調整可能なフローティング動作を有するものであ
ってもよい。加熱室が十分に満たされると、フローティングバルブは加熱室を閉じる。そ
の結果、残りの液体を冷却の目的で使用することが可能となる。この場合、この液体は実
質的に洗浄液を含む。
【０００９】
　本発明による装置では、加熱室が、増加した液体を加熱することができる拡張手段を備
えている。これは、形成された蒸気用のスペースが残るだけでなく、特に、加熱された液
体の増加用のスペースが残るということを確実にする。例えば、水が室温から１００℃ま
で加熱されると、大気圧で水はおよそ４％拡大する。これは、加熱室に設けられた拡張手
段がなくても可能であることは確かである。しかしながら、その場合の液体は、たまに不
必要となるバルブから漏れる。
【００１０】
　好都合にも、この拡張手段は、加熱室に洗浄液を充填している間、洗浄液がない加熱室
のサブ体積を保つためのガス保持手段を備えている。そのようなガス保持手段は、とても
シンプルな方法で増加を制御することができる「気泡」を備えている。この場合、その気
泡が実際に存在することを注意しなければならない。例えば、装置を傾けないようにした
り、あるいは、髪やガーゼなどを用いてその気泡を安定させたりすることにより、気泡を
確保してもよい。
【００１１】
　また、柔軟な仕切壁や置き換え可能なピストンのような、弾力性のある部分または置換
可能な部分を設けることが可能である。加熱室が１００％で満たされることができるので
、これは大きな利点を提供する。
【００１２】
　特に、加熱されていない洗浄液の場合、サブ体積は、加熱室の体積の２％以上、好まし
くは５％以上の状態になる。加熱室で達せられる水と圧力との増加を考慮すると、そのよ
うな液体自由体積を確保するのに十分であるということがわかる。また、そのサブ体積は
、最大でも、加熱室の体積の５０％以下、好ましくは２０％以下、より好ましくは１０％
以下の状態となる。したがって、最大値をサブ体積に設定することによって、非常に少な
い液体が加熱室に入り込むことを防ぐことができる。
【００１３】
　この拡張手段は、加熱室に凹部を有する。この場合、この凹部は、ダイビングベルの方
法で、望ましい大きさの気泡を保持することができる。この場合において、この装置が、
特に凹部の開口が、下方向へ方向づけるような手段で、特定の位置として見なされる可能
性があるが、非常に多くの場合において、この装置は使用中の間、固定された方向になる
。特に、加熱室を開閉するためのバルブが、そのような凹部を備えている。具体的には、
そのバルブが排出口に直接接続される場合、各バルブの使用（開放）後、凹部は適切なガ
ス体積で満たされる、もしくは、満たされるまで継続する。したがって、バルブを使用す
るだけの簡単な手段で確実にガス体積を満たすことが可能となる。
【００１４】
　好ましい実施形態では、この拡張手段は、圧縮性の要素を備えている。具体的には、移
動可能なピストンや、密閉のガス体積を備えている。ゆえに、この拡張手段は、非常に信
頼性が高い手段で確実に行われる。この場合、可動性、圧縮性は、それぞれ液体の増加の
可能性を確実にする。
【００１５】
　密閉のガス体積は、加熱室で、仕切壁またはピストンで密閉された体積である。そのよ
うな体積は、例えば、バルーンなどのような形で設けても良い。この場合、加熱室で凹部
に配置されても良い。都合よく、その体積を密閉している移動可能なピストンは、凹部に
設けることもできる。体積を密閉している側で、このピストンが、ガス及び／またはスプ
リング手段で囲まれることにより生じる逆圧に、接触しても良い。好ましい実施例では、
ガスの量及び／またはスプリング手段は、調整可能である。したがって、加熱室内で、他
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の液体、異なる充填温度、異なる圧力の場合でも、拡大の十分な可能性を提供することは
可能である。例えば、密閉の体積が、バルブや、調節ねじなどを有するスプリング手段を
備えることも可能である。
【００１６】
　前述した加熱室の体積は、液体が加熱されたときに圧力が上がることができる体積とし
て定義しても良い。そして、この体積は、サブ体積と同様に、液体によって達することが
可能な部分を有する。
【００１７】
　本発明のさらなる特徴は、従属項に示されている。
【００１８】
　本発明によれば、前記充填装置は、排出口のバルブを開放する時点で所定量の洗浄液（
液体状態）を有するように設けられている。その加熱手段は、その内容物、すなわち前記
洗浄液をその洗浄液の正常な沸点Ｔｋ以上の温度まで加熱するが、この際に蒸気が形成さ
れる。バルブを開放することにより、加熱室の内圧が大気圧に下がり、そのときには当然
存在していた所定量の蒸気が抜ける。しかしながら、洗浄液がより低圧で過熱された液で
あることがより重要である。それは急に、大きな力で沸き始める。その後形成された蒸気
気泡は、少なくとも一部の液体を外部に運ぶ。実際、蒸気だけでなく、蒸気‐液体の混合
物が排出口を通じて外部に運ばれる。液体のほうが密度が高いという観点からみると、蒸
気‐液体の混合物の総熱容量は蒸気のみの熱容量よりはるかに多いため、洗浄及び／また
は消毒作用は著しく増加する。この原理については、未公開の特許番号ＮＬ－１０３３１
００で、すでに述べている。
【００１９】
　加熱室が排出口を介して満たされてもよい。好ましくは、前記加熱室に個別の供給物を
供給した後、前記加熱室をバルブのような手段で開閉する。
【００２０】
　そのほかに、排出口はティートカップに接続するように設けられても良いが、加熱室が
その全体としてティートカップに接続するように設けられても良い。その場合には、排出
口は当然加熱された内容物がティートカップに注入できるように設けられている。排出口
または加熱室は、例えば、１つ以上のクランプのようなティートカップグリップ手段を備
えても良い。前記接続は、より広い概念で把握しなければならない。よって、前記装置を
用いて効率よくティートカップを洗浄することができるように、前記ティートカップを適
切な場所（位置）に配置することも前記接続の概念に含まれる。例えば、ティートカップ
とティートカップの洗浄装置の間に空間を設けることもできる。これは、特にティートカ
ップの外部を洗浄しなければならない場合であるが、ティートカップの内部を洗浄すると
同時に生じることも可能である。ティートカップの内部を洗浄する場合には、ティートカ
ップとティートカップの洗浄装置を密接に接続することが有利である。この場合、例えば
ミルク真空接続を用いて、ティートカップの内容物の排出口を提供することも有利である
。
【００２１】
　また、複数のティートカップの接続および洗浄のために設けられた加熱室の全部または
排出口を、例えばそれらのティートカップの数に相当する数のティートカップグリップ手
段を提供することにより、及び／または、排出口をそれらのティートカップの数に相当す
る数の個別のサブ排出口に分けることにより、配置することも可能である。そのように配
置する実施例によれば、洗浄する時間は節約できるが、より高いレベルのパワーが必要と
される。
【００２２】
　加熱手段は、原則的に公知の加熱手段を備えている。例として、バーナー、投入電熱器
や、他の電気加熱手段、マイクロ波放射器などがある。実際、それらの使いやすさと高性
能のため、電気加熱手段がしばしば好まれる。
【００２３】
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　特に、充填装置は、上述した状況で、加熱室に最初に供給された洗浄液の量の好ましく
は５０％以上、より好ましくは９０％以上で、加熱室内に液体状態に存在するに十分な量
の洗浄液を加熱室に供給する。つまり、ガス保持手段を有するこの実施形態では、液体の
ない関連するサブ体積を維持する間、充填装置が加熱室に上述の洗浄液の量を送るという
ことを意味する。弾力的、あるいは置換可能な拡張手段を有する実施形態において、ガス
保持手段は必ずしも必要ではなく、最大の１００％の洗浄液で充填供給しても良い。
【００２４】
　液体状態で存在する洗浄液の割合が高くなるにつれ、より高い総熱容量が保証されるの
は明らかである。加熱室の充填程度が調整できるということは、供給された蒸気‐液体の
混合物の量を決めることができ、それにより、その総熱容量を決めることができることを
意味する。したがって、この装置は、様々な異なる洗浄条件に適合させることができる。
【００２５】
　具体的な実施例において、温度Ｔは、１３０℃以上、好ましくは１６０℃以上、より好
ましくは１８０℃以上である。より高い温度では、熱容量がより大きくなるだけでなく、
（均衡）蒸気圧もより高くなる。その結果、大気圧との差もより大きくなる。加熱室を開
放すると、そのような大きな圧力の違いによって激しい沸騰を始める。それにより、加熱
室の内容物がさらに勢いよく放出される。設定温度は、いろいろなものによって決まる。
この加熱の目的は、例えば、放出された蒸気‐液体の混合物が、望ましい洗浄及び／また
は消毒を行うことにしてもよい。この目的のために、洗浄／消毒されるティートカップに
よって決まる特定の熱容量と、洗浄液の量と、洗浄液の温度などが、必要とされる。しか
しながら、添加物がティートカップにある、なしにかかわらず、平均的なティートカップ
に基づくと、適切な消毒は、５０ｍｌ以上の水量によって可能である。例えば、およそ１
８５℃まで加熱された８０ｍｌの水量と、結果的に関連する圧力８バールを用いて、ティ
ートカップは十分に消毒することができる。この場合、液体自由体積の２ｍｌ～４ｍｌが
適切な動作をするのに十分である。およそ５０ｍｌの水量は、関連する圧力１６～２２バ
ールと共に、およそ２００℃～２２０℃まで加熱される。ここで、蒸気のそのような小さ
な体積において、蒸気容器の規定に基づく制限、あるいは限られた範囲以上は、適用しな
いことに留意する必要がある。
【００２６】
　特に、前記バルブは、圧力緩和バルブを含んでいる。例えば、洗浄液の種類に関係なく
、所定の圧力で開くことが可能なタイプのバルブである。大気圧との差にも関連があるが
、実際それは２～３％の変化しか影響を及ぼさない。
【００２７】
　圧力緩和バルブの開放圧力ＯＤは、２バール（ｂａｒ）以上の絶対圧に達する。このバ
ルブにおいて、すでに十分な洗浄作用が得られている。その開放圧力ＯＤが、８バール以
上の絶対圧に、例えば８～１２バール以上の絶対圧に達することが好ましい。そのような
バルブを用いるとほとんどの場合において、洗浄及び消毒に優れた結果が得られた。前記
圧力、すなわち過圧は、加熱室内で加熱される洗浄液の使用量にもある程度関係している
。少量の洗浄液を用いる場合、十分な熱容量を得るためにはより高い圧力にまで加熱しな
ければならない。実際、圧力および使用量をお互いに適合させることもできる。例えば、
８バールで、（加熱されていない）水量６０～８０ｍｌでは、およそ１８４℃が、平均的
なティートカップを消毒するのに優れている。また、１６バールの絶対圧で、５０ｍｌの
水を使用する場合には、およそ２００℃の温度が最適である。
【００２８】
　本発明に係る１つの実施形態によれば、バルブは、制御装置を用いて制御可能なバルブ
を含む。このような制御装置は、極めて単純な方式で、バルブを開放する条件に適応させ
る可能性を提供する。例えば、ティートカップが相当汚れている場合、または、消毒され
るべきである場合、ほとんど汚れていないティートカップを洗浄する場合に比べて、かな
りの熱容量が必要とされる。この場合、洗浄液の量だけでなく、加熱条件を適合させるこ
とが可能である。特に、洗浄液の流路が調節可能である。その結果、蒸気－液体圧力が抜
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け出る一定の期間を制御することが可能であり、延長することも可能である。これは、洗
浄と消毒の制御をさらによくすることができる。
【００２９】
　制御装置は、加熱室内で圧力ＯＤまたは温度ＯＴ、好ましくは調整可能な温度ＯＴまた
は調整可能な圧力ＯＤで、バルブを開放するために設けられている。ゆえに、放出される
洗浄液の熱容量は、容易に制御することができる。
【００３０】
　具体的な実施例として、搾乳装置は加熱室に接続可能な、好ましくは第２バルブにより
接続可能な洗浄液貯蔵コンテナを有する。その搾乳装置は、単独で使用することも可能だ
が、例えば、独立型搾乳装置または自己推進型搾乳装置を用いる場合でもメリットをもた
らす。前記洗浄液貯蔵コンテナは、例えば、公知のボイラー形態のタンクを備えたもので
もよい。複数の貯蔵コンテナを備えている場合、各貯蔵コンテナには所定の洗浄液が含ま
れている。ここで、本発明における「洗浄液」なる用語は、液体状態の消毒剤が含まれて
いる。貯蔵コンテナにおいて、洗浄液に対し予備加熱のような予備処理が行われ得る。し
かしながら、必要に応じて、貯蔵コンテナではなく、水供給パイプなどの外部貯蔵コンテ
ナに接続可能なホースなどを設けることも可能である。
【００３１】
　以上説明した実施例において、充填装置は、所定量の洗浄液を加熱室に供給するのに適
しているものであれば良い。この目的のためには、貯蔵コンテナは、例えば加熱室の上部
に配置されていても良いが、その場合には、重力が駆動力として作用する。それとは別に
、ポンプ手段などのようなものを貯蔵コンテナ、または外部貯蔵コンテナに設けても良い
。また、充填装置が制御可能なバルブを備えていても良く、または、加熱室のバルブを制
御するように設けられていてもよい。その供給量を決めるために、充填装置に、例えば流
量計、好ましくは調整可能な体積（容積）を有した充填室、または、そのほかに前記目的
に適した公知の補助手段などを設けてもよい。
【００３２】
　本発明に係る一実施形態によれば、前記洗浄液は水を含む。洗浄液がほとんど水で構成
されていてもよい。水は、かなり有用な洗浄・消毒液であるが、それは水の大きい熱容量
、蒸気としての十分な高い温度、そして、安価で入手可能なその純粋な形態などに起因す
る。だからといって、その他の洗浄液または添加剤が除外されるわけではない。
【００３３】
　特に、洗浄液は、酸のような消毒剤が含まれている。消毒剤を加えるとその消毒作用は
より強くなる。特にこの場合、洗浄液が実質的に消毒剤を含んでいるが、その消毒剤が液
体状態であれば、その消毒剤を蒸気として供給することもできる。
【００３４】
　加熱手段は、調整可能な火力を有するのが有利である。この調整性は、簡単にスイッチ
オンまたはスイッチオフにすることが可能であるが、０以上の火力を利用して、効果的な
火力を２つ以上の異なる位置に調整することができれば有利で、連続的に調整可能であれ
ばさらに有利となる。これは、例えば、加熱される洗浄液の量が変わる場合、利点をもた
らす。なぜならば、少量の洗浄液を加熱する場合に、小さい火力を用いてより上手く制御
することができるからである。
【００３５】
　特に、加熱手段には、上述の条件（すなわち、バルブが開放される温度、圧力などの条
件）を満たさないように排出口を閉じるバルブなどを閉じた状態で保持する機能を果たす
制御装置が設けられている。これは、加熱手段が排出口のバルブが開放されないように、
加熱室内の内容物の加熱条件（加熱状態）を制御することを意味する。言い換えれば、例
えば、加熱室の内圧を開放圧力ＯＤ未満に保持するか、加熱室の温度を前記温度Ｔ未満に
保持するか、または、平衡蒸気圧をＯＤと同等に保持する。これは、ティートカップが接
続された（ほぼ）直後にはいつもティートカップの洗浄装置がティートカップの洗浄のた
めに用意され、いつでも洗浄することができるといった、メリットを提供する。これらの
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制御装置は、もしあるとすれば、（排出口内の）バルブの制御手段のようなその他の制御
手段と一体化されてもよい。
【００３６】
　実施例において、制御装置は所定の時間の間、加熱手段をスイッチオンにする。好まし
くは、例えば、加熱すべき洗浄液の量または種類によって、あるいは所定の温度などによ
って、前記所定の時間は調整可能である。必要に応じて、制御手段は引き続き制御可能な
バルブを開放するように設けられていてもよい。加熱手段の有効動力（または有効電力）
は、電力加熱手段が使用された場合、例えば（主）電圧における変動の影響を受けるため
、前記加熱手段に接続可能な動力修正装置（または電力修正装置）を設けたほうが有利で
ある。この動力修正装置は、例えば電圧修正機またはエネルギー計器のような動力安定器
を含む。
【００３７】
　好ましくは、排出口は、壁を越えて距離Ｌだけ突き出しているダクト（流管）を含む。
前記Ｌの最大値は、洗浄すべきティートカップの内部の深さに相当する。この排出ダクト
により、ティートカップの内部を特に有効に洗浄することが可能になる。この場合、排出
ダクトは、例えばその端末に１つ以上の開口を含むが、その側壁に1つ以上の開口を有す
るのが好ましい。そのような実施例は、当然ティートカップの外部の洗浄にも適している
。
【００３８】
　ちなみに、排出口にかかるその他の実施例も可能である。例えば、本発明は、排出口が
加熱室の壁に開閉可能な開口を有する装置を含む。この場合、ティートカップは、前記排
出口の開口が設けられた壁に近接して、または当接して配置されてもよい。さらなるメリ
ットとしては、ティートカップの上側は前記（熱い）壁と接しているため、少なくともあ
る程度は消毒されることである。
【００３９】
　本発明に係る好ましいティートカップの洗浄装置において、バルブは洗浄すべきティー
トカップにより制御可能である。この目的のために、前記装置は、例えば、ばね、ボタン
、センサなどの開放構造を有する。手動制御装置のような個別の制御装置を提供すること
も可能である。
【００４０】
　また、本発明は、ティートカップの洗浄装置によるティートカップの洗浄方法を提供す
る。そのティートカップの洗浄方法としては、バルブで開閉可能な排出口を有していて、
そして、1つ以上のティートカップに接続可能な加熱室の内部に、洗浄液を供給する工程
と、前記バルブで加熱室を閉じる工程と、前記加熱室内の前記洗浄液を、大気圧における
前記洗浄液の沸点（Ｔｋ）より高い温度（Ｔ）まで加熱して、前記バルブを開放する工程
と、前記加熱室内の加熱された内容物を、排出口を介して排出して、前記内容物をティー
トカップに注ぐ工程と、を含む。そのティートカップの洗浄方法において、前記洗浄液を
前記温度（Ｔ）まで加熱した後に、前記加熱室の内部に液体状態の洗浄液が残存すること
を特徴とする。この方法は、実質的に本発明の装置の使用方法に該当し、そしてこの方法
によってもたらされるメリットの詳細については、上述の装置に関する説明の欄を参考に
されたい。また、この方法を使用するのに充填装置が必要不可欠なものではない。なぜな
ら、所定の洗浄液を手動で満たすこともできる。特に、加熱する工程で、連結ラインと排
出口を介して、液体がティートカップに注がれているならば、有利である。この場合、前
記加熱する工程は、加熱室が閉じられ、そして少なくとも加熱室に残存する液体の一部の
加熱が行われる期間として見なされるべきである。なぜなら、この場合、液体が加熱室を
介して導かれるシステムや方法に関して、特にエネルギー性や時間に有利である。本発明
によれば、加熱中に、加熱されてない液体を外部から導くことが、あるいは、加熱された
状態で加熱室に液体を保持することが、実際に可能である。
【００４１】
　本発明のこの見方の特別な実施例については、対応する請求項１９に従って請求項に記
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載されている。それらの好ましい実施例によりもたらされるメリットについては、前述の
通りであるので、上記洗浄装置の欄を参考されたい。
【００４２】
　特に、洗浄液の使用量は、バルブが開放される際に、加熱室に最初に満たされた洗浄液
の量の５０％以上、より好ましくは９０％以上が加熱室内に液体状態で残存するように選
択される。
【００４３】
　好ましくは、洗浄液は、水及び／または酸のような消毒剤を含む。
【００４４】
　特に、バルブはパラメータで示される調整可能な閾値で開放される。したがって、開放
特性を有効に選ぶことができ、それにより、洗浄特性も同様に選ぶことができる。パラメ
ータは、数多くの適切なパラメータから選ぶことができるが、そのうち好ましい実施例に
ついては以下に説明する。
【００４５】
　前記洗浄方法に係る実施例において、ティートカップを冷却するのが有利であるが、こ
こでティートカップは熱い洗浄液により洗浄されるか、または、排出口、あるいは、必要
に応じて、個別の排出口を介して供給される液体により洗浄される。具体的には、液体を
供給する側路を備えた装置を利用する場合に、特に熱い加熱室において、できるだけ熱の
損失を抑えることができる。
【００４６】
　前記方法に係る実施形態において、加熱室は洗浄液で満たされ、必要に応じて、洗浄を
徹底するように予め定められた時間の間に加熱室の内部に前記洗浄液を保持し、その後、
排出口を介して洗浄液を放出することにより洗浄される。このような洗浄作業は、前記洗
浄液を大気圧における沸点以上まで加熱して行うことが好ましい。その後、排出口を再び
開放する際に、前記洗浄液は蒸気ジェットにより除去される。
【００４７】
　特に、前記閾値は、閾値ＯＤとして、加熱室内の圧力（すなわち、過圧）ＯＤである。
つまり、加熱室内の圧力ＯＤを閾値ＯＤとして設定する。したがって、その閾値ＯＤは、
大気圧より２バール以上高く（すなわち、絶対圧２バール以上）、好ましくは、大気圧よ
り８バール以上高く（すなわち、絶対圧８バール以上）で設定される。
【００４８】
　その他の実施例として、前記閾値は、閾値ＯＴとして、加熱室の温度ＯＴである。つま
り、加熱室の温度ＯＴを閾値ＯＴとして設定する。したがって、その閾値ＯＴは、１３０
℃以上、好ましくは１６０℃以上、より好ましくは１６０℃以上で設定される。
【００４９】
　以下に、本発明の実施形態に関する詳細を添付の図面を用いて説明する。
【発明の効果】
【００５０】
　本発明に係る洗浄装置及び洗浄方法を用いることにより、搾乳装置などのティートカッ
プをより効率的に、かつ迅速に洗浄・消毒することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５１】
　図１に示すように、ティートカップ洗浄装置１は、バルブ４を用いて開閉可能な排出口
３を備えた加熱室２を有する。バルブ制御装置５は、制御ユニット６に接続されていて、
その制御ユニット６には、加熱コイル７と、温度計８と、密封端部９内に存在する近接セ
ンサ１０と、が接続されている。
【００５２】
　加熱室２には、洗浄液１１と蒸気１２が含まれている。排出ノズル１３は、開口１４を
備えている。ティートカップ１５は、ミルク排出口１６を備えている。連結ライン１７に
は、コントロールバルブ１８が設けられている。充填装置２０は、供給ライン２１とバル
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ブ／ポンプ２２とを有している。また、貯蔵コンテナ２３には、洗浄液在庫２４と投入ヒ
ーター２５とが備えられている。
【００５３】
　加熱室２は、断熱材で構成されていてもよく、または、断熱材で取り囲まれていてもよ
い。さらに、前記加熱室２は、特定の内部圧力と温度に耐えることができなければならな
いため、多くの場合、金属容器で構成される。
【００５４】
　排出口３は、バルブ４を用いて開閉可能となっている。前記バルブ４が、例えば、任意
のバルブ制御装置５により制御可能であることが望ましい。前記任意のバルブ制御装置５
は、手動で、あるいは制御ユニット６を使って操作することが可能である。つまり、これ
はバルブ４が開く圧力で調節可能であるということを意味する。さらに、この流路、すな
わち蒸気及び／または液体の流出速度を調節することも可能である。前記バルブ制御装置
５は、調節可能なスプリングを設けることもでき、そして、電子的に制御されることもで
きる。
【００５５】
　圧力は、加熱コイル７を用いて所定の洗浄液１１（主に、水）を加熱することにより、
増加する。加熱コイル７は、加熱室２の周りを囲んで、または加熱室２の壁に配置されて
いる。加熱コイル７の代わりに、マイクロ波加熱など別の加熱装置を使用することも可能
である。加熱コイルなどの火力は、加熱室２の内部の内容物を、所定の圧力及び／または
温度までに上げるのに十分なものでなければならない。実際には、およそ８０～１００ｃ
ｍ3で、１６０℃～１８０℃の値が望ましい。原則として、望ましい温度で、熱損失より
も大きい任意の動力が、さらに適しているかもしれないが、有効電力は数百ワット（Ｗａ
ｔｔ）である。
【００５６】
　温度計８は、温度に関するフィードバック（自動制御）を制御ユニット６に提供する。
しかしながら、前記温度計８と前記制御ユニット６両方とも任意の構成要素である。制御
ユニット６は、温度の測定値に基づき加熱コイル７を用いて熱を制御することができる。
また、温度計８を圧力センサにすることも可能である。とはいえ、蒸気１２の部分に配置
することが好ましい。
【００５７】
　ティートカップ１５の接続を密封するために、密封端部９が設けられている。密封端部
９には、例えば、ティートカップ１５が接続されるとき、制御ユニット６に信号を送る近
接センサ１０が設けられている。そのような信号を受信して、制御ユニット６は、加熱室
２を充てんしたり、加熱したり、バルブ４を開いたりするように、命令することができる
。ちなみに、ティートカップ１５が配置された際、排出ノズル１３はティートカップ１５
に導かれる。バルブ４が開くと、過熱された加熱室の内容物が、排出ノズル１３および開
口１４を通って、ティートカップ１５の中に注入されるが、それにより優れた局部洗浄ま
たは消毒効果が得られる。ティートカップ１５の内部の過圧は、ティートカップ１５に設
けられたミルク排出口１６を通って、簡単な方法で、排出することができるが、そのよう
なミルク排出口１６は予めティーとカップに設けられている。ちなみに、近接センサ１０
は任意の構成要素であり、この機能はバルブ４で行うことも可能である。例えば、十分な
力でティートカップ１５に対して加圧される場合、バルブが開くように設けてもよい。こ
れにより、不必要なバルブ４の開放などを防ぐことができる。
【００５８】
　図１で示すように、加熱室２には９０％以上の洗浄液１１と、その洗浄液の上方に蒸気
１２と、が充填されている。実際、このような構成は、加熱室２の総容量に対して好まし
い熱量を提供する。望ましい温度／圧力条件に達した時点で、液体状態の洗浄液が残存す
ることについては前述のとおりである。最初に供給されなければならない液体に対応する
量は、予め算出しておいてもよく、もしくは、実験により決定してもよい。
【００５９】
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　所定量の洗浄液１１の供給は、手動で、あるいは充填装置２０を用いて行うことができ
る。その充填装置２０は、少なくとも加熱室２を充填するための供給ライン２１を備えて
いる。その供給ライン２１は、バルブ／ポンプ２２だけでなく、貯蔵コンテナ２３にも接
続可能である。そのバルブ／ポンプ２２は、洗浄液貯蔵コンテナ２３からの圧力作業が不
十分な場合に、ポンプ作業を行うことができる。十分な圧力がある場合、バルブで足りる
が、このバルブは、例えば、制御ユニット６を用いて制御可能である。制御ユニット６を
用いることによって、加熱室内に供給される洗浄液の量を簡単な方法で測定することが可
能である。さらに、例えば、複数の洗浄液貯蔵コンテナ（図示せず）が設けられている場
合に、異なる洗浄液、または、例えば、消毒剤のような添加剤から選ぶことも可能である
。加熱室２の充填を促進するために、空気緩和バルブ（図示せず）を設けることも可能で
ある。また、加熱室２で適切な量の洗浄液がすぐに所定の温度になるように、投入ヒータ
ー２５などによって、洗浄液在庫２４を予熱することもできる。
【００６０】
　貯蔵コンテナ２３と排出口３との間には、通常液体供給するための直接接続を構成する
連結ライン１７が設けられている。連結ライン１７は、コントロールバルブ１８によって
制御可能である。したがって、ティートカップをすすいだり、冷やしたりするために、熱
い加熱室２を通らずに、液体を排出口３に導くことができる。ゆえに、加熱室２自体が冷
却されないだけではなく、（新しい）液体の加熱と同時に、洗浄／冷却することが可能で
ある。このため、エネルギー的利点を提供するだけでなく、すぐに次の洗浄や消毒の準備
ができる。
【００６１】
　図２は、本発明の別の実施例の一部を略図化した断面図である。前記構成要素と類似し
た構成要素は、同じ符号にて表した。加熱手段や連結ラインのようないくつかの構成要素
は、簡略に示すために、図２では省略している。
【００６２】
　図２で示すように、加熱室２には、ダクト２７を備えた溢れ管２６と、バルブ制御２８
を通して制御されるバルブ４と、リセットスプリング２９と、流量計３０と、液位計３１
と、が設けられている。
【００６３】
　溢れ管２６は、蒸気‐洗浄液の混合物を、ダクト２７を介して放出する機能を有する。
その一方で、その後、加熱室は再び満たされる。ゆえに、加熱室２が空になると、それに
より、例えば高い液位に配置されている貯蔵容器などが重力の影響を受けて、洗浄液が連
結ライン２１を通って再び供給される。このような充填は、洗浄液１１が溢れ管２６の最
上部に達するまで続く場合もある。さらに、供給する場合、洗浄液１１はダクト２７を通
って、放出する。ダクト２７から放出された洗浄液１１は、洗浄されたティートカップ１
５をすすいだり、及び／または冷やしたりするために、使用することが可能である。
【００６４】
　液位計３１は、溢れ管２６の（相対的な）高さを選択することによって、調節可能であ
る。さらに、前記溢れ管２６を細くし、充填されない部分を極めて小さくするだけでなく
、液体の増加に伴う溢れ管の長さの拡大も可能である。この場合、必要に応じて上述のバ
ルブ４の上に存在する隙間と共に、溢れ管２６は、ガス保持手段として使用することもで
きる。
【００６５】
　供給の停止は、供給ライン２１に設けられた流量計３０の動作により行うことができる
。例えば、導電率計や温度計などとして液位計３１を設けることも可能である。
【００６６】
　好ましい実施形態によれば、液位計３１は、例えば温度計として加熱室２の外部に配置
されていてもよい。その場合、液位計３１がカルシウム沈着や蒸気腐食などにさらされる
ことが防げる。さらに、加熱室に電（子）気的に制御されるバルブなどを設けなくてもよ
いが、これの詳細については後述する。
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【００６７】
　バルブ４は、どんな理由であっても加熱室２の内部圧力があまりにも高くなったときに
開放される安全バルブであるが、その他に、このバルブは、所定の方式で、所定のポイン
トで開くように、バルブ制御２８によって制御されていてもよい。好ましくは、このバル
ブ制御２８が、ティートカップ１５によって押しつけられることにより、制御可能である
ことが望ましい。その場合には、バルブ４が矢印の方向に移動して、開放することが可能
である。リセットスプリング２９は、非操作位置でバルブ４の閉じた状態を保持する。そ
のようなバルブ４として、例えば、ばね、スライド手段、レバーなどを備えたものも利用
可能である。
【００６８】
　ティートカップを洗浄及び／または、消毒するために必要とされる時間は、加熱室２を
補充するために用いることができる。もちろん、所定の時間の間に、本発明の装置からテ
ィートカップ１５を引き離すことも可能である。バルブ４が閉じているので、加熱室２は
洗浄液で満たされ、あふれ出ることはない。
【００６９】
　図３は、本発明のさらなる実施形態の略図化した断面図である。ここで、この実施形態
においては、供給ライン２１は、逆止めバルブ２２’を用いて開閉可能である。この供給
ライン２１は、連結ライン１７を通って排出ノズル１３に接続されている。
【００７０】
　ここで、バルブ４は、リセットスプリング２９により制御されているが、そのほかに、
ポンプ３２、ガス流路３３、および、圧力室３４を有する空気圧装置、あるいはその代わ
りに水圧装置により作動されるものであってもよい。この空気圧装置、または水圧装置を
用いることにより、迅速に簡単な方法でバルブを操作することが可能となる。
【００７１】
　バルブ４を加熱室２に設けることもできるが、その場合には、フローティング動作を有
する。装置を洗浄または、冷却することで、加熱室２は液体で充填されるが、このときに
浮遊バルブが浮上し、加熱室を閉じる。
【００７２】
　すでに図１で示したように、冷却液を流してティートカップを冷やす場合、連結ライン
１７の機能として、この冷却液が加熱室２に流れるのを防止することである。すなわち、
連結ライン１７を設けることにより、この冷却液で加熱室２を不必要に冷やされることを
防ぐことができる。この目的のため、加熱室２をバルブ４で閉じることが可能である。そ
の一方で、加熱室を（洗浄）液体で再び充填しなければならないが、その代わりにすすぎ
／冷却の際に、加熱室２をすすぎ液で充填することも可能である。加熱室２が充填される
と、すぐに前記液体は単独で加熱室２を渡って流れるか、または、前記加熱室３はバルブ
４のような手段によって閉じられる。
【００７３】
　図４は、ガス保持手段を備えた一実施形態の略図化した断面図である。この場合の加熱
室２には、空気室３５を備えた進入バルブ１９が設けられている。空気室３５は、加熱室
２で、総容積５０ｍｌに基づく２ｍｌといったような特定の空気体積を保持するために役
立つ。ここで、空気室３５は、前記進入バルブ１９に凹部を備えている。この凹部は、加
熱室２の壁に設けることも可能である。また、この進入バルブ１９は、傾くことを防ぐた
めに制御することもできる。そして、さらにフローティング動作により加熱室２を閉じる
ために、加熱室２で液体に浮かばせてもよい。
【００７４】
　バルブ４は、概略的に示されているだけである。図４の連結ライン１７は、供給ライン
２１と排出口３とを接続する。ここで示されていない制御装置は、供給ライン２１に設け
ることができる。
【００７５】
　図５は、他の拡張手段を備えた他の実施形態の断面図である。拡張装置（拡張手段）３
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６は、ピストン３７と、シリンダ３８と、スプリング３９と、調整ねじ４０と、ガス体積
４１と、空気接続４２と、コントロールバルブ４３と、を備えている。
【００７６】
　拡張装置３６は、ここでは図示されていない排出口（バルブ）から液体が漏れることな
く、液体の増加した分を加熱室２で加熱することを可能にする働きをする。液体が増加す
るとき、あるいは単に蒸気圧が増加するとき、ピストン３７は、逆圧に対して、シリンダ
３８に押しつけられる。この逆圧は、スプリング（手段）３９によってだけではなく、密
閉されたガスによって生じる。密閉されたガスによって生じた場合、実際、ピストン３７
とシリンダ３８とで囲まれたスペースは、周囲つまり加熱室の外部に属しているようにみ
なされ、そして、１００％の充填程度が許可可能とされる。シリンダ３８内にガスまたは
空気がある場合、加熱室２およびシリンダ３８両方の圧力は、加熱により増加する。した
がって、上述のように、シリンダ３８内のスペースは、加熱室２に存在する。ゆえに、シ
リンダ３８がガスで充電された際には、例えば加熱室の２％～５％の最小スペースを考慮
する必要がある。
【００７７】
　逆圧は、調整ねじ４０を操作することにより、または、空気接続４２とコントロールバ
ルブ４３を用いて、ピストン３７とシリンダ３８とで囲まれたスペースの空気（ガス）を
多少残すことにより、調整可能である。
【００７８】
　ピストン・シリンダの組合せは、加熱室２の壁で、曲げやすい仕切壁などと取り替えら
れることが可能である。
【００７９】
　他の拡張手段は、ガス体積４５を取り囲むバルーン４４の形で提供される。液体が加熱
され増加した際に、バルーン４４を圧縮することが可能である。このバルーン４４は、再
び取り囲まれることができ、または別な方法で、供給、あるいは放出の妨げにならないよ
うな適切な位置で、固定することができる。前記拡張装置は、加熱室２から取り外すこと
ができない、そして、非常に厳密な方法で漏れないように作られているため、上述した実
施例は、きわめて信頼できる。さらに、安全性を高めることができる曲げやすい仕切壁と
比較すると、損害または破損のリスクがとても低い。
【００８０】
　なお、前述した実施形態は本発明の代表的な形態を示したに過ぎず、本発明は、実施形
態に限定されるものではない。すなわち、本発明の骨子を逸脱しない範囲で種々変形して
実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本発明に係る装置の略図化した断面図である。
【図２】本発明の別の実施形態の一部の略図化した断面図である
【図３】本発明のさらなる実施形態の略図化した断面図である。
【図４】ガス保持手段を備えた一実施形態の略図化した断面図である。
【図５】他の拡張手段を備えた他の実施形態の略図化した断面図である
【符号の説明】
【００８２】
　　１　　ティートカップ洗浄装置
　　２　　加熱室
　　３　　排出口
　　４　　バルブ
　　１１　洗浄液
　　１４　開口
　　１５　ティートカップ
　　１７　連結ライン
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　　２０　充填装置
　　２１　供給ライン
　　２３　貯蔵コンテナ（貯蔵庫）
　　３６　拡張手段（拡張装置）

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】
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